
 

 

「’０６日本平和大会 in 岩国・広島 岡山県実行委員会」結成 

 

 １２月８日～１０日、岩国と広島県西部を中心に開催される「‘０６日本平和大会 in岩国・広島」成

功に向けた岡山県実行委員会が９月１２日岡山市内で開催され、労組・民主団体などの代表１０数名で

今年の平和大会の目標などを論議しました。協議結果等は以下のとおり 

 

１．運営要綱 

（目  的） 2006 年 12 月 8-10 日に岩国・広島で開かれる「軍事同盟も米軍基地もない、憲法輝

く日本をめざす 06 日本平和大会ｉｎ岩国・広島」の県内からの参加、成功をめざして

活動します。 

（構  成） 「目的」に賛同する団体、地域の実行委員会で構成します。  

（運  営） 

（１）総 会 参加団体の代表をもって構成し、実行委員会の方針を決定する。 

（２）運 営  総会は、満場一致制により運営する。 

暴力を容認するものや会の運営を妨害する団体、個人の参加は認めない。 

（３）役 員 会を代表する代表委員 1名、事務局長 1 名、事務局次長若干名を置く 

（４）事務局 実行委員会の日常活動を行う、事務局を県労会議内におき、事務局員を配置し、

事務局長がこれを統括する。 

 

２．役員等選出 

代表委員：中尾元重、事務局長：藤田 滋（平和委）、事務局次長：藤田弘赳（安保破棄） 

事務局員：谷口朋美（平和委） 

 

３．06 日本平和大会をめぐる情勢と大会の意義 

（１）情勢 平和大会学習パンフ参照 

・１３６機の軍用機、米軍人 3800→5800 人に集中、米軍海外最大の基地、 

・海兵隊、空母打撃群＝なぐりこみ部隊が一体化し、永久に居座り世界中に殴りこむ 

・夜間離着陸訓練、中四国圏低空飛行、米兵事故、原子力空母の「寄港」 

・日米軍事一体化 憲法改悪し戦争する体制 

 

（２）意義 

①米軍基地強化・恒久化に反対する運動、憲法 9 条改悪、教育基本法改悪反対の運動を交流

し、大きく広げること 

②この根底にある安保条約について学び討論し、反対世論を広げること 

③平和な世界をめざす世界各国の仲間との交流を深めること 

 

４．大会日程、参加費等 

・国際シンポ：１２月７日（木）14 時～18 時、８日（金）9:30～12:30 シンフォニア岩国 

１２月７日（木）18:30～20 時海外代表歓迎レセプション（場所未定） 

参加費：シンポジウム 6,000 円、レセプション 3,000 円、（通し参加 8,000 円） 
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・オプショナル基地調査：１２月８日（金）13時～17 時 

① 呉・岩国 3,800 円（宇品→船で呉→岩国新港→バスで市民会館へ）宇品集合 130 人 

② 岩国基地調査（岩国駅からバス移動）参加費未定 JR 岩国駅集合 規模未定 

③ 宮島散策・交流 1,000 円（資料、船賃）宮島口集合→大聖院→ＪＲで岩国へ 60 人 

・ 開会総会：１２月８日（金）18:30～20:30 岩国市民会館 

大会参加費：一般 9,000 円、学生等 3,000 円、高校生 1,000 円 

・ シンポ、分科会、動く分科会など：１２月９日（土）10 時～17 時 廿日市など 

   シンポ２、分科会１２、動く分科会２ （詳細は 9月下旬予定の２号チラシ参照） 

動く分科会①岩国基地調査・住民交流（バス移動）JR 岩国駅 10時集合 規模参加費未定 

動く分科会②宮島散策 1,000 円 80 人 10 時宮島口→正木屋（交流と昼食 1,300 円） 

→Ａ：大聖院で交流→散策→宮島口 17 時 

→Ｂ：ロープウェイ 1,620 円→一弥山頂（交流説明）→宮島口 17 時 

 ・青年交流会：１２月９日（土）18:30～（調整中） 

 ・閉会総会：１２月１０日（日）10 時～11:30 岩国市民会館 11:30～パレード 

 

５．参加目標など 

①参加目標 岡山県から７０名の参加を確保する。 

自治労連：２５、医労連・民医連：３０、生協労組：１０、高教組：５、平和委員会５、原水

協５、民青、安保破棄、その他の組織各 1 名以上 

②宿泊など：県で一括して宮島の宿泊施設を手配中（桟橋付近に駐車場あり） 

１２月９日夜に岡山県代表団交流会を計画 

③交通など：各自自家用車で乗り合わせなど（実行委員会では手配しない） 

 

６．平和大会に向けた取り組み 

① ２００６日本平和大会学習パンフレット「どうする？平和へのロードマップ」を使った情勢の学

習を進める。 全ての職場・地域でパンフを教材にした情勢の学習会を開催する。  

② ２００６日本平和大会学習パンフの普及 

県実行委員会で一括して注文を受け７００部を普及する。（１部２００円） 

１０部以上：１部１９０円（送料別途）、１００以上：１部１８０円（送料不要） 

パンフ売上収益（中央上納 1部 125円との差額等）は実行委員会の通信費等に補填する。 

パンフ昨年実績：高教組 100、生協労組 50、医労連 20、岡山医療生協労組 30、林精研労組 100、

県労会議 30、人権連 10、自治労連 20、岡山市職労 50、倉敷市職労 10、笠岡

市職労 30、民医連 20、平和委員会（県 10、くらしき 5、津山 33、玉浅 30、

水島 50、赤磐 30、津島 6） 

③ 実行委員会主催で恒例の日本原基地調査を行う。 

  日米共同訓練と戦車部隊増強などの実態を現地調査する 

  １１月１２日（日）１１時～ 奈義町文化センター集合 資料代３００円 

      １１：００～１２：３０ 情勢報告と現地からの報告 

      １２：３０～１３：００ 昼食（各自事前に弁当などを用意しておく） 

      １３：００～１５：００ 車に乗り合わせて演習場、駐屯地調査 

当日は西地区で即応予備自衛官による小銃射撃訓練が行われる可能性あり 

④ ６・９行動、憲法・教育基本法改悪反対の運動、国民保護計画具体化に反対する運動と合わせて

学習、宣伝、参加組織を進める。 

 

７．次回実行委員会  １１月７日（火）１２：１５～ 県労会議 


